
　

高
山
川
水
害
が
発
生
し
た
昭
和
13
年
10
月
の
豪

雨
は
、
内
之
浦
に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
旧
内
之
浦
町
誌
で
は
、「
昭
和
13
年
の
風

水
害
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
『
昭
和
13
年
10
月
14
日
の
午
後
２
時
頃
か
ら
15

日
未
明
ま
で
、
肝
属
地
方
に
襲
来
し
た
台
風
は
、

文
字
通
り
未
曽
有
の
豪
雨
を
伴
い
、
各
河
川
は
、

い
ず
れ
も
既
往
水
位
を
は
る
か
に
突
破
し
て
記
録

的
洪
水
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
水
源
各
山
脈
は
数

知
れ
ぬ
大
崩
壊
を
起
こ
し
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は

こ
れ
が
堰え

ん
て
い堤

と
な
っ
て
溜
池
状
態
を
呈
し
た
。
ま

た
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
こ
の
堰
堤
が
決
壊
す
る

と
奔
流
と
な
り
、
巨
大
な
岩
盤
も
根
こ
そ
ぎ
の
大

樹
も
一
様
に
押
流
さ
れ
て
、
一
瞬
に
し
て
野
も
山

も
田
畑
も
家
も
濁
水
の
底
に
沈
め
ら
れ
る
と
い
う

形
容
す
る
言
葉
も
な
い
凄
惨
な
状
況
を
呈
し
た
。』

　

こ
の
水
害
に
よ
る
死
者
は
63
人
、
行
方
不
明
者

42
人
、
重
傷
者
94
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
富
、
前
田
地
区
の
間
を
流
れ
る
高

山
川
で
は
、
か
つ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
水
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

高
山
橋
の
近
く
に
建
て
ら
れ
た
「
高
山

川
水
害
史
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
碑
文

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
『
昭
和
13
年
10
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
、
高
山
町
は
未
曽
有
の
大
雨
（
総

雨
量
４
２
０
ミ
リ
）
に
よ
り
山
津
波
が

起
き
、死
者
１
１
８
名
、行
方
不
明
53
名
、

重
傷
者
２
５
３
名
の
大
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
当
時
の
文
献
に
よ
る
と
「
ま
る

で
潮
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
洪
水
に
は
、

防
ぎ
得
る
何
物
も
な
い
。
浸
水
し
た
家
は

見
る
見
る
満
水
と
な
り
、
人
々
は
天
井
を

打
ち
破
り
屋
根
の
上
に
避
難
し
、
運
を
天

に
任
せ
た
。
な
か
に
は
屋
根
に
す
が
っ
た

ま
ま
急
流
に
陥
り
、
も
う
こ
れ
ま
で
と
泣

き
わ
め
き
な
が
ら
、
家
族
全
員
抱
き
合
い
下
流
に

押
し
流
さ
れ
た
者
も
い
た
」
と
あ
り
ま
す
。』

　

史
碑
に
あ
る
死
者
１
１
８
名
は
、
高
山
町
に
お

け
る
犠
牲
者
数
で
、
上
流
の
吾
平
町
で
も
７
１
名

が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
る
と
１
８
９
名

も
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、
両
町
合
わ
せ
た
行
方
不

明
者
の
数
も
70
名
に
及
び
ま
す
。
当
時
の
肝
属
川

流
域
（
鹿
屋
市
、
吾
平
町
、
高
山
町
、
串
良
町
）

に
お
け
る
被
害
合
計
は
、
家
屋
全
半
壊
１
０
１
８

戸
、
家
屋
流
失
５
１
４
戸
、
浸
水
家
屋
５
０
６
７

戸
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
未
曽
有
の
大
災
害

で
し
た
。

　

国
見
ト
ン
ネ
ル
内
之
浦
側
入
口
か
ら
東
を

望
む
山
中
（
元
内
之
浦
営
林
署
国
見
平
事
業

所
跡
）
に
「
昭
和
13
年
大
水
害
」
の
慰
霊
碑

が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
表
に
当
時

の
熊
本
営
林
局
長
の
揮き

ご
う毫

で
「
慰
霊
碑
」
と

刻
ま
れ
、
裏
に
「
銘
」
が
あ
り
ま
す
。

⽔害が起こった当時の⾼⼭川 ▼

⽔害が起こった当時の内之浦 ▼

　

未
曾
有
の
大
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
、
長

い
年
月
が
経
ち
、
当
時
の
被
害
の
見
る
影
も

な
く
、私
た
ち
は
生
活
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
つ
同
じ
よ
う
な
大
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

対
し
、
自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
、
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲ 「昭和 13 年⼤⽔害」の慰霊碑
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